
● 8月30日 安土草多さんが在廊されます。
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● 安土忠久  壺

●安土草多  片口・盃

●安土天平  トルソー・角皿・盃 (全てキャスト )

安土忠久さんとその息子、草多くん、天平くんとの初の三人展である。

私が最初に高山の工房を訪ねた30年前、彼らはまだ小学生だった。

それぞれの道を歩み、今、親父を追うようにガラス作家として立っている。

父親と息子が、長い時間語り合うことは、あまりないものだと思うが、

父親の仕事を見て育った彼らが、またその仕事を選んだということが、

安土さんが背中で語ってきたことへの、彼らからの答えのようで嬉しい。

安土さんは昨春、病をえて、一年間の治療をされた。

心ならずも訪れた長い休養の間、本を読み、手紙を書き、じっくりとした時間を過

ごされたようだ。息子たちにとっても、自分の足で立つことを、今まで以上に意識

することとなったに違いない。

今はまた、新たな工房づくりにとりかかり、再始動へと向かっている安土さん。

「夏カンゼリーおいしかった。元気にやってます。御安心下さい。」

と、元気な文字でメッセージが届いた。

子であり父として、作家同士として、どのような三人展をみせてくれるのか、

たのしみです。

2014年8月16日　店主　たかはしたいいち


